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L聴 解 と は
この講蒙で 「聴解」 というのは 「独話の理解」 ということである。「独
話」というのは,あ る特定の話し手が多数を相手に話すこと,またその話
ということである。これに対 して,.いわゆる会話のように,1対1で 交互
に話 し手とな り聞き手となって話すこと,またその話を 「対話」 とい う。
独話には,お 知 らせ ・説明 ・解説 ・演説 ・講演 ・講義 ・説教 ・式辞 ・ある
種の演芸などがある。また,聞 き手が不特定多数の場合と,特定少数の場





では,独 話の形式による音声教材を使 う授業があまり行なわれず,聴 解能
力の開発が放任されていた。その結果,聴解に困難を感 じる学習者が多い
のであって,聴解必ず しも学習の最終段階ではない.聴解 もいわゆる聞き





II.聴 解 能 力
まず,独話を理解するにはどんな能力が要求されるがを考えてみる。ふ
つ うの対話では,相手の理解に応 じた話 し方がなされる。聞き手の反応を
見なが ら・相手が理解 したか否かを確かめながら,話を進めてい く。聞き
手もそれに対して,質 問した り,説明を求めた りして,理解を積み重ねな














































ことの違いが聴解 を困難なものにする。それは,言 いかえれば,文字 と音
声の違いである。視覚と聴覚の違いでもある。
ところで,わ れわれの目は・視線 を任意の方向に向けて,対象物に焦点
を合わせ ることができる。また,ま ぶた を閉じて外光を入れないようにす
ることもできる。 つまり視覚は意志によって制御することが可能で ある。
それに対 して,耳 の場合はやや事情が異なる。音はあらゆる方向か ら耳に
はいってくる・不要な音 之除いて必要な音のみ を聞 くとい うことは・ある






れに対 して,音 声は瞬問的に聴覚を刺激するのみで消えて しま う。この文
字 と音声の違いから,読 解 と聴解のあいだにつぎのような違いが 生じる。
読解の場合は
(1)未知の語句に出会った とき,読 むとい う作業を一時中止して,辞
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書 を引 くな 弥 人 にたず ねるな りす ることがで きる。
(2)同 じ個所 をなん ども繰 り返 し読む ことができる。
(3)ある時間 をおいて,な ん ども読む ことができる。
(4)好みの時間,好 みの場所で読む ことがで きる。
聴解 の揚合 は,も しそれ が生の音声 であ った ら,(i)か ら(5)ま での,
どれひ とつ取 ってみ ても可能 では ない。 これ まで聴解の学習 ・指 導が困難
であ ったわ けで ある。 けれ ども,音声 を録音 して しまえぱ,① か ら⑤まで,
読解 とほぼ似 た条件 になる。 さいわ い,こ んにちは録音再生 が容易にで き
るよ うになった。録音教材 を使 うことによ って,は じめて聴 覚の効果的 な
指導,組 織 的な授業 への組 み込みが可 能にな ったのである。
IV、 目本語 の特質 と聴解
すべて外国人にとって・日本語の学習を困難なものに感 じさせているの
















しので きる読解 とちが って,聴 解 では特 に文末 の述語が問題 とな る。 しか
し,実 際は述語 の先 きぶれ ともい うべ き語 旬が文 中にい ろい ろと出て くる
はずで ある。 「ちっとも」「なにも」「まだい ちども」 などが否定述語 の先
きぶれで ある ことは,初 級で学習 した とお りである。 中級程度以上 の独話
.に も,「全然」「二度 とふ たたび」 「まちが って も」 など,否 定の先きぶれ
は多 く使われてい る。また,時 を表わす名 詞が早 く出て,述 語 の時制 を知
らせるな ど,決 定的な述語が出て くるまでに,状 況は暗示的に説 明 され る
ので,日 本人 にとっては,思 いがけない述語が文末に表われて,ど んでん
がえしを打つ とい うことは あま りない。述語 を聞 くまでは文意 は決定で き
ないとい うこ とは文法 的事実であ るが,そ れ を強調 して,学 習者 を神経質
にナるのは,聴 解 能力 開発 の妨げ となる。述語 を聞 くまでに,文 意 の落 ち
つ くところをほぼ了解 して しま うとい う,そ の よ うな 目本語の理解 の しか
た に慣れ させ ることが大切である。 このよ うな習慣づ く りは読解練 習で代
用す ることはで きない。
また,音 声言語で あるか らには,ア クセ ン ト ・イ ン トネ ーシ ョン ・プ ロ
ミネンス ・速度 な どが,文 の意味の決定,感 情 の表 出に大 きな働 きをして
いるはず である。 この ような音声的要素 に大きな注意 を向けさせ なけれ ば
な らない。
述語 がな くて,体 言止めの形 を とる もの も,放 送 のナ レーシ ョンな どに
は少な くない。書いた ものには句 読点があ るが,話 にはない。
[例1]1日 じゅ う油だ らけの作業1安 い給料!そ して右指2本 左 指2
本/あ わせ て4本 の指 を失 った。(ひ と りぼ っちの島)
[例21収 入 は1日1,000円1交 通費 をか けて もひ きあ う。(カギ ッ子)
1例31.給料 は1日300円/食 費 を さしひ かれ ると手取 りはない。
(カギ ッ子)
[例1]ではr給 料 と指」 を失 った,[例21[例3]で はそれぞれ 「交通
費を1日1,000円かけて も』「1日300円の食 費 をさしひかれ る」 と解 した
学生 があった 。読み方や語 り方に もよるが,句 読点に代 わ る 「問(ま)」とい
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う ものが あるはずで,こ の 「間」に注意 させ る。
(2)形式上の主語 のない文 が外 国人に とって理解 し に くい ことは・ 読
解で も聴解で も同 じで ある。 しか し,読 む ときには,中 途で止めて考 えた
り,読 み返 した りできる。聴解ではそれ がで きないので,い っそ うむず か
しい。主語が略 されてい るとい う考 えをや めさせ,前 文 との脈絡 を重視 さ
せ るよ うにす る。
主語が あって も,ま ちがいやすい場 合がある。 当の話 し相手 の名前 に敬・
称 をつ けた もの を2人 称の主語 として使 うこ とは,目 常 よ く行 なわれてい
る。 これが学習者 を一方の相手 とす る対話 なら,た い した問題 もお こらな
いが,テ レビなどのイ ンタビューや座談会で これ を聞 くと,学 習者はま ち
がい やす い。初級時代 に,つ ねに 「あなたは 一 ・」 とい う話 し方ばか りし
てきたものはその点に弱い。
[例4]久 保 さんは も う/な ん回 もこ こへ いらっ しゃって るんです か ～
(初夏 のオサル シ沢)
上 の例では相手が久保 さんなのだが,こ のイ ンタビューの話題 が久保栄
なの だか ら話はやや こしい。質問者は相手の久保氏には 「久保 さん」 と言
い,故 人 にな った劇作家久保栄は呼びすて してい るとい うことに気づ かせ
る。 こん な例はたまに しかないが,日 本語の特質に注意 を向け させるに よ
'い機会で あった。
(3)助詞 は対話 でもむずか しい もの である、 ことに 学習者 が話す とき
助詞 の使い方はむずか しい。 しか し,対 話の ときには,助 詞 の誤 用 ・誤解
があ って も,対 話 の進行 とともに是 正 され,こ となく過 ぎることが多い。
これが聴解の場合 とな ると,助 詞 ひ とつの誤解が誤解 を生 んで,ま った く
・り混乱状態に陥 ることさえある。
[例51日 本銀行は景 気対 策の キメ手 として!早 けれ ば/今 週 中に も/
公定歩合の 歪厘 引 き下げに踏み切 る態度 を固めま した。(テ レビ・ニュ
ース〉
これは新聞の 見出 しで もしば しば 見 られ る 「に も」 の用い方 だが,こ
一63一
れを 「前にも ・一,今 週 中にも._」 と解 しては事実 と違 う。
(4)同音異義語は,放 送な どでは気をつけて使 っているら しく,日本人
ならあま り問題 はないが,外 国人が聞 く揚合 には,予 想 もで きない よ うな
混同がお こる。
[例61戦 争 が終 って/わ れわれ は武器 を捨 てて降服 しま した。
(ビル マの竪 琴)
[例7]隊 長は音楽学校 出の若 い音 楽家 で した,(ビ ルマの竪琴)
[例8]菅 野君は この島でただひ と りの住入である。
(ひと りぼ っちの島)
1例6][例7]は 映画 「ビル マの竪琴」 のナ レーシ ョンの一節であ る。
「武器 を捨 てて幸福 になった」 と解 した学生があ った。 この場合,「 幸福」
とい う語 は動詞に使わない とい って責 めてみて もは じまらない。 その学生
はそんな ことぐらい よ く承知 していた。 また,「 降服Jと い うことば も前
に習 った ことを思い出 した と言 った。同音異義語のひ とつだけが特 に先入
主 とな ってい る ときは,上 の例の よ うに・文法 も無 視 して都 合のよい解釈
をして しま う・[例7】は 「音楽学校での」 と助詞に して しま った・ これ も
「r出 」 とい う言い方にまだ音声 として な じんでいなか った の で あ る。
読解な ち当然避 け られたま ちがいであろ う。[例8]は ア クセ ン トに関係の
あるま ちがいだが・ 「ただひ と りのm人 」 と聞いたばか 夢に,こ の奇 妙な
言い方が頭の 中で しこ りとな って,つ い に以後の文についていけなか った
とい う。そのほか一例 をあげれば,つ ぎのよ うな同音異義語 が学習者 を悩
ま した。左の方が聴解教材 中に出た語で ある。
冷 害一 例 外 不 通一 普 通
精.算 一 生 産 非 行一 飛 行
.台 地一 大 地 買 える一 変 える
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それに,同 音異義語 を識別するには,な ん とい って も,漢 字 と漢字熟語
についての知識 を多 くす ることである。 そ して,単 に漢字に よってのみで
な く,音 声 を通 して漢字熟語にな じむ ことであ る。
(5)間接話 法も 目で 文字 を追 う湯含 とちが って 理解 しに くい もので あ
る。 ことに,主 語のない揚合,学 習者 に とっては,い ち ど聞いた だけでは
わか りに くい ことが多い。
(年)従属節 のむやみ と長 い もの,従 属節にまた従属節が つ くものな ど,
なん ども聞いて学習者 自身の 口で繰 り返 せ るくらいに しない と理解で きな
い。われわれで も,そ ん な揚合 よく口で繰 り返 してみて・や っと事情が の
み こめるとい うことがあ る。
(7)独 話,特 にナ レーシ ョンな どには,ふ だんの対話に も書 きもの に
も,あ ま り使われない慣用的な言い方が意外 と多 く使われてい る乙その よ
うな もの に災い され て,他 の部分まで理解で きない ことがあ る。例 えばづ
ぎの よ うなものである。
全国津 た浦 々か ら
拍手か っ さいを浴び る
人生模様 を繰 りひ ろげる
スポーツ絵巻 を,繰りひ ろげる
名 だた る難所
.もか くや とばか り
車 を駆 って,_
このよ うな大時代 的な表現 を旋 う.ことに,わた し自身 は批判 的であるが・
僅われ てい る以上,こ れ を理解 させなければな らない.こ とわ ざ ・格言 ・
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言い伝 えの類 も知 らないために困 ることが多い。
(8)独話の文体 は,読 み物の文体以上に種類が 多い。 演説 ・講演 な ど
には 「あ ります」体 ・「ございます」体が多 く,ナ レーシ ョンな どには 「で
ある」体 ・「です ・ます」体 が多い。 また,講 演 ・イ ンタ ビュー ・ナ レー
シ ョンな どを組み 合わせた番組 では,種 々の文体が入 り混 じる。 それに・
不整文 ・中断文 ・倒置 な どが使 われて,聴 解 をむず か しい ものにす る。
V.聴 解 をたす』けるもの
1,揚 面.
上に述べたような困難は多かれ少なかれ,日 本人が 日本語を聞 く場合に
も感 じられることである。それ によって引き起こされたまちがいが落語や




の意昧を組み立てる ことを急 ぎ,そ のために誤 った理解をすることにな
る。ひとつひとつの文の意昧よりも,目まず,話 されている内容の場面 を理
解するように指導しなければならない。
ところで,場 面というのは,時 ・所,話 し手,話 し手の立場などの要素
に分けて考えられる。これらの要素によって「場面」が理解 されるとみる。













なく,音声 として知っていなければならない。N瓢 く「新 日本紀行」の 「神
戸 ・六甲」 という番組を教材としたとき,「こうべ」 の意味がわからない
と言 った学生がいた。この学生は 「神戸」という字を見ても,それを 「こう
べ」 と読むとは知らなかった。また,神戸 という都市があることも知らな



























えておく。たとえば,「孤島」とい う語が 「ひ とりぼ っちの島」とい う番組
で出る。孤島と無人島との異同,離島 ・群島 ・列島 ・～諸島などと,孤独・
孤立 孤児などを与えておく。また,「開拓農民」「集団就職」な どという










をしておくように言う。固有名詞 ・数字 ・年月なども忘れずに書 きとめさ
せておく。知らない語句を書 き取らせるのはもちろんである。第2向 視聴
が終ると,語句について質問させる.そ のあと,教師がもういちど内容の




師か らの質問 と,学 習者 による答えが終 った ところで,内 容 についての意
見 を発表 させ るが,そ の前にも うい ち ど通 して視徳す るこ ともある。番組
の内容についての意見がちがって,学 生同志が議論す るこ ともある。 その
ときも うい ち ど・ 問題の部分 を視聴 して・ 他の学生に賛否 を述べさせ る。
この よ うに して,独 話の理解か ら 意 見の発表 へ と発展 させてい くうちに,
学生の興味の指向する ところを知 り,今後の教 材を選ぶ 上での参考 になる。
以上で一応聴解の練習を終 ったわ けであ るが,口頭 による練 習のみでは,
その場か ぎ りの学習に終 りやすい。そ こで,視 聴 した番組 について要約 を
.書 かせる。 要約は ノー トを見 て書かせ るが,学 生が希望すれば もういち ど
テープを再 生す る こともある。で きるだけ多 く繰 り返 して視聴 させること
が よい。 また,こ の とき課す る要約は,作 文 の練習 にもなるにはな るが,
眼 目は あ くまで も聴解練習のためであ る。 したが って,よ く理解 しないで,
いい文章 を書 くよ りも,よ く理解 して,内 容的に正確な表現 をす る方 を取
る。 なん ども視聴 したあ とで書 くのだか ら,教 材 中の語 句や表現 をその ま
ま引用 した り,う ま く生か した りして書 くようになる。 その反面,思 いが
け ない誤解や誤記に出会 うこともある。聴解 の仕上 げと して,要 約 を書か
せ ることは有効であ ると思 う。
学習 を定着 させ るために,音 声教材 を文字 化 してプ リン トなどの形で学
生に与え ることも考え られ るが,こ れは む しろ,し ない方がいい と思 う。
なぜな ら・.これはプ リン トに依存す る気持か ら,音 声学習 の意欲 を弱める
のである。 復習用に与 えるなら,プ リン トではな くて,教 材 をそ っくり録
音 したテープにすべ きだ と思 う。記憶 を定着 させ るために文字 を使 うこ と
は,も ちろん必要である。そのための有効 な方法は,学 習者 自身 によって,
必要 な語 句 ・文 を文宇化 させ ることで ある。'新しい語句 や 関連語 を与 え
る とき も,で きるだけ口頭で漢字 を言 って書 き取 らせる ようにす る,た だ
し,誤 記 を避 け させ るため,学 習者 が書いて しま うと同時 くらいに教師 も
板書 して見せ る。 こ うして学生 自身 の手 で書いた ノー トは与えられたプ リ
ン トよ りも記億 に役立つ ものである、 わた しの場合・実 際の授業では クラ
ー69一
スの中1こ学力差もあり,漢字能力の差もあるので,板 書が多 くなる、重要






VIL聴 解 の 教 材
言語的観点から教材を選ばなければならないことは 言 うまでもないが・
内容についても細心の注意が必要である。内容としては・日本語の文化的


















これ らがす べて万人 向きのよい教材であ るとい うのではない ことを断わ っ・
てお く。
日本 ところどころ 「初夏のオテル シ沢」「親 子契約農業1年 」「カギ ッ
子」
若 い 世 代 「ひ と りぼっちの島」 「禅寺 の雲水一
新 日 本 紀 行 「上野」 「川崎」「神戸 ・六 甲」「飛騨 ・高 山」「出羽
三 山」「霧島」「恵 山 ・駒 が岳 」「利尻・礼文」「日南
海岸`「伊勢志摩」
海外特派員報告
夏 休 社 会 見 学
現 代 の 映 像
ふ る さ と紀 行
東芝日曜映画劇場
高 校 生 の 広 場







「旅 路」「あ したの家 族」な どか ら
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